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編集後記の執筆を受けるにあたり，誰しもが考えるように，執筆の参考に過去の編集後記
を順に紐

解いてみました．創設期の熱意と混舌Ｌに始まり，編集が順調に推移するにつれて，本誌のあり方や医

療福祉学についての提言などが書き綴られていました，当然のことながら，編集後記のネタも， 時を

経て回を重ねるごとに書き尽くされている感がありました．
何を書こうかと悩みながら， 一体どの程度の会員の方々が，手元に届いた本誌に目を通しているの

だろうかと，ふと考えました．私自身，毎回手元に届く本誌の全ての論文を精読はできません．熱心

に読まれている会員の方々もいると思いますが， 一方通行的なむなしさを感じているのは，私だけで

しょうか？医療福祉学が総合科学的な性格を持つ以上，投稿論文の研究領域が多方面に広がるのは当

然ですし， 今後もさらに広がっていくと思われます．総合科学的な学問だからこそ，その質を高める

いくのかということも今後の大きな課題ではないでしょうか．

　

この執筆のおかげで，本誌の発展プロセスの概要を学び，本誌の課題について考
える機会も得るこ

読して貴重なご意見を寄せていただいた先生方に， 深く謝意を表します．
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